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 中学校 理科 

考察・推論を振り返り,次の課題を 
見いだそうとすることができる生徒 

見通しをもち，観察・実験から結論の導出まで 
区切らず，生徒が主体的に探究できるようにしよう！ 

正答例  ５（３）  
・加える力の大きさを0Nから0.2Nずつ2.0N

まで変化させる。 

・加える力の大きさを 3.0N にして測定する。 

 

特徴的な誤答  
・加える力を増やせばよい。 

・もっと細かく測定を行う。 

問われたことは？  
【実験の計画】の「加える力の大きさを0から0.5N

ずつ２.0N まで変化させた」を参考にして，考察の

妥当性を高めるために，実験の計画を検討して改善

する方法。 

ここがつまずき！  
測定する範囲や刻み幅に 

ついて数値を用いて説明する 

ことに課題が見られる。 

誤答から見える 

生徒のつまずき！ 

こんな  

問いかけ 
してみませんか？ 探究の過程は，必ずしも一方向の流れで

はなく，結果を分析して解釈し，振り返る
ことが大切です。 

日々の学習における改善･充実 

【問題】「磁気ばね」が縮む長さは， 
加える力の大きさに比例するか。 

 
〈結果のグラフ〉 

 

T:結果のグラフは，直線と曲線のどちらになる
でしょうか。 

S:グラフは原点を通る直線になるから，
比例すると考えます。 

 

S:グラフは原点を通る曲線になるから，
比例しないと考えます。 

 

T:どの位置に測定値が増えたらグラフを
かきやすくなりますか。 

S:今ある点の間に測定値があると
わかりやすくなります。 

 

S:加える力を増やして測定値を
増やせばよいと思います。 

 

T:具体的な数値を交えて，どのように測定値
を増やしたらよいか，実験の計画を立てま
しょう。 

S:何 N まで測定すれば
いいかしら。 

S:測定を分担して， 
時間を短縮しよう。 

S:何Nずつ測定
しようか。 

S:結果は，1 人 1 台 
端末で共有しよう。 

◎他者との関わりの中で，自分の考えを 
より妥当なものにする力が養われます。 

◎ＩＣＴ機器を活用することで，表やグラ 
フを作成する時間を短縮し，探究を深め 
られます。 

ここが 
POINT 
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